
令和 4年２月１日 

●教え子殺し／愛川 晶 

●泣ける日本史／真山 知幸 

●ポリコレの正体／福田 ますみ 

●心の出家／草薙 龍瞬●蚕の王／安東 能明 

●松本隆 言葉の教室／松本 隆 

●女の子の謎を解く／三宅 香帆 

●有元家のさもないおかず／有元 葉子 

●雪見酒 （新・酔いどれ小籐次 21）／佐伯 泰英  

●インスタントラーメン図鑑  

／日本即席食品工業協会         ほか 

 

●こねこが／まつおか たつひで 

●おうちおおずもう／二宮 由紀子 

●歴史人物バトル フランス編 

／野間 与太郎 

●MINECRAFT さいごのたたかい／ニック・エリオポラス 

●昔話法廷 Season5／NHK Eテレ「昔話法廷」制作班 

●ナゾトキ・ハンター 太平洋のゾンビ海賊団／タダタダ 

●ポケモンをさがせ!あたらしいぼうけん／姫野 よしかず 

●意味がわかるとゾッとする話 3分後の恐怖 

『眠れない夜に』／福井 蓮              ほか 

 

町別対抗卓球大会 中止のお知らせ 

令和４年度 「のびゆくこどものつどい・ 

ふれあい広場」は中止です 

春の芸能発表会は中止になります 

 

 

 

 

城南公民館だより 

一般書 

市立図書館  城南分館『図書だより』☆新しく入った本☆ 

児童書 

☆休館日  2 月 3 日(木)、10 日(木)、17 日(木)、24 日（木） 

☆講座等について今後の情勢によっては、延期または中止になる場合があります。 

☆参加当日の検温、マスクの着用など感染予防対策にご協力お願いいたします。 

☆当日熱があるなど、体調がすぐれないときは外出しないよう、お願いいたします。 

公民館利用・各行事・イベントについて 
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市民税・県民税申告の 

令和４年度の市民税・県民税申告の出張相談及び申告書の 
受付を次のとおり行ないます。 
○日 時 ２月７日（月）、８日(火）、９日(水）  
午前９時３０分～午後３時３０分 
○会 場 城南公民館（支所） ホール 
※当日午前８時３０分から会場入り口で整理券の配布をします。 
時間前には並ばないでください。 
 
○該当の時間帯にお越しいただいても、混雑状況により受付で
きないことがあります。 
○申告相談町名（密にならないように待ち時間軽減のため、 
下記の割振りにご協力ください） 

７日（月） 【午前】下大屋町、泉沢町、富田町【午後】荒口町、荒子町 

８日（火） 【午前】西大室町、東大室町、飯土井町、今井町 

【午後】新井町、二之宮町 

９日（水） 【午前】笂井町、小屋原町、【午後】上増田町、鶴が谷町 

 

○ご都合により当日相談できない方は下記会場へ。 

期 日 ２月１６日（水）～３月１５日（火）の平日 

会 場 市役所市民税課（本庁２階３４番窓口） 

休日受付 ２月２０日（日）、２月２７日（日） 

受付時間 午前９時～午後４時 

 
◎感染症拡大防止のため来場は極力控え、郵送提出
をお願いします。 
 
○問合せ先 前橋市役所市民税課 

電話（直通）  ８９８－６２０３ 
 

出張相談のお知らせ 

 

城南地区体育振興会主催 

令和４年２月に予定していた「令和３年度城南地区町別対

抗卓球大会」は、新型コロナウイルス感染予防のため中止と

なりました。 

例年５月に開催していた「のびゆくこどものつどい・ふれあい

の広場」は今年も中止といたします。１月２４日付で前橋市教育

委員会より各地区に中止要請がでました。 

子どもたちが安心して楽しめる日が 

再び訪れましたら、ぜひご協力をお願 

いいたします。 

２月７日（月）、８日（火）、９日（水） 

 

城南公民館学習グループ連絡協議会主催 

３月６日（日）に予定していた「春の芸能発表会」は、残念な

がら開催を見送りました。 

人権問題を考えよう  【高齢者】 
我が国の現状は、平均寿命の大幅な伸びや少子化などを背

景として、人口の４人に１人が６５歳以上の高齢者となって

います。こうした状況の中、身体的・心理的・経済的虐待と

いった高齢者の人権問題が生じています。 

すべての高齢者が、これまで果たしてきた役割や功績とと

もに尊重される社会、また長年培ってきた知識や経験を活か

して地域の担い手として生きがいをもって暮らせる社会を

実現するために高齢者についての理解を深め、高齢者を大切

にする心が必要です。 

 


